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広報かみおおつ

五中地区　人口1万7,862人（男9,225人　女8,637人）　世帯数7,363世帯　8月1日現在

２
月
４
日
に
公
民
館
講
座
が

開
催
さ
れ
、
74
名
の
方
が
受
講

し
ま
し
た
。

講
師
は
、
筑
波
大
学
考
古
学

研
究
室
・
滝
沢
誠
准
教
授
、
市

立
博
物
館
・
塩
谷
修
副
館
長
、

筑
波
大
学
生
の
方
々
で
し
た
。

古
代
の
歴
史
や
古
墳
の
役
割

り
な
ど
の
お
話
し
か
ら
、
は
る

か
な
過
去
に
思
い
を
巡
ら
し
、

又
、
身
近
な
手
野
町
（
薬
王
寺

付
近
）
に
古
代
の
ロ
マ
ン
が
隠

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
驚
き
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
調
査
が
続

き
、
さ
ら
な
る
発
見
が
あ
る
事

を
期
待
し
ま
す
。

王
塚 

后
塚
古
墳
が
語
る

　
　 古
代
の
土
浦

王
塚 

后
塚
古
墳
が
語
る

　
　 古
代
の
土
浦

王
塚 

后
塚
古
墳
が
語
る

　
　 古
代
の
土
浦

土浦・后塚古墳を調査 王
塚
古
墳
の
立
体
模
型
と
筑
波

大
学
生（
公
民
館
に
て
展
示
中
）

后塚古墳
後方部のコーナーとも思われる部分を示し、解説する滝沢准教授
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岩
（
石
英
片
岩
、
紅こ

う

簾れ
ん

片
岩
）
は
、
埼
玉

県
西
部
の
荒
川
上
流
や
神
流
川
上
流
の
三さ

ん

波ば

川が
わ

変
成
帯
に
産
出
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
直
線
距
離
に
し
て
メ
ノ
ウ
は
約

六
〇
㎞
、
結
晶
片
岩
は
約
一
二
〇
㎞
と
き

わ
め
て
遠
方
か
ら
入
手
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
前
期
の
土
浦
入
り
は
、
メ
ノ

ウ
製
勾
玉
を
特
徴
と
す
る
玉
の
生
産
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
土
浦
入
り
と
西
日

本
の
出
雲
を
比
較
す
る
と
、
土
浦
入
り
の

玉
作
り
は
東
日
本
へ
の
製
品
流
通
を
目
的

に
、
大
和
王
権
の
政
治
的
意
向
に
よ
り
設

置
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ

色
の
メ
ノ
ウ
製
勾
玉
を
主
体
と
す
る
「
東

の
土
浦
入
り
」
と
、
緑
色
の
碧へ

き

玉ぎ
ょ
く

製
勾
玉

を
主
体
と
す
る
「
西
の
出
雲
」
の
対
比
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

内
海
の
霞
ヶ
浦
に
面
す
る
八
幡
脇
遺
跡

は
、古
代
の
大
津
郷
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

玉
作
り
資
料
の
検
討
か
ら
、こ
の
一
帯
は
、

内
外
に
開
か
れ
た
水
運
の
要
衝
と
し
て
大

和
王
権
に
重
視
さ
れ
、
玉
の
生
産
と
と
も

に
傑
出
し

た
政
治
拠

点
を
形
成

し
て
い
た

と
考
え
ら

れ
ま
す
。

土
浦
市
手
野
町
の
台
地
上
に
近
接
し

て
位
置
す
る
王
塚
古
墳
と
后
塚
古
墳
は
、

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
を
代
表
す
る
大
型
の

古
墳
で
す
。
両
古
墳
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
も
測
量
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
筑
波
大
学
考
古
学
研
究
室
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
態
を
さ
ら
に
詳
し
く
把
握

す
る
た
め
、
二
〇
一
五
年
に
王
塚
古
墳
、

二
〇
一
六
年
に
后
塚
古
墳
の
測
量
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
王
塚
古
墳

は
墳
丘
長
約
八
十
四
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で

あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
墳
丘
長
約

五
十
四
ｍ
の
后
塚
古
墳
は
、
従
来
の
見
方

ど
お
り
前
方
後
方
墳
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
測
量
調
査
か
ら
復
元
さ
れ
る
王

塚
古
墳
の
墳
丘
形
態
は
、
長
く
直
線
的
な

前
方
部
を
も
つ
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
（
図
参
照
）。
こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ

前
方
後
円
墳
は
全
国
的
に
数
少
な
く
、
類

似
し
た
も
の
と
し
て
は
、
奈
良
県
桜
井
茶

臼
山
古
墳
、
同
メ
ス
リ
山
古
墳
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
両
古
墳
は
、
墳

丘
長
一
九
〇
ｍ
～
二
四
〇
ｍ
ほ
ど
の
規
模

を
も
ち
、
古
墳
時
代
前
期
前
半
に
お
い
て

土
浦
市
お
お
つ
野
（
旧
沖
宿
町
）
の
宅

地
造
成
に
伴
い
、
一
九
八
八
～
八
九
年
に

八
幡
脇
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
古
墳
時

代
の
玉
作
り
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
の
権
力
者
が
権
威
の
象
徴
と
し

て
、
装
身
具
や
宝
器
と
し
て
所
持
し
て
い

た
勾
玉
や
管
玉
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
四

世
紀
前
半
か
ら
中
頃
に
操
業
さ
れ
、
古
墳

時
代
前
期
中
頃
の
玉
作
り
遺
跡
と
し
て
注

目
さ
れ
ま
す
。

土
浦
入
り
の
玉
作
り
は
、
と
く
に
メ
ノ

ウ
製
勾
玉
生
産
と
勾
玉
専
用
の
内う

ち

磨み
が

き
砥

石
の
初
期
の
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
ま

す
。
全
国
的
に
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
メ
ノ

ウ
製
勾
玉
は
出
雲
地
方
の
専
売
特
許
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

八
幡
脇
遺
跡
の
調
査
成
果
か
ら
考
え
て
、

出
現
時
期
だ
け
で
な
く
内
磨
き
砥
石
の
利

用
な
ど
、
技
術
的
に
見
て
も
土
浦
入
り
の

メ
ノ
ウ
製
勾
玉
生
産
は
出
雲
に
先
行
し
、

独
自
の
生
産
だ
っ
た
可
能
性
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

八
幡
脇
遺
跡
の
メ
ノ
ウ
の
原
材
料
は
、

常
陸
北
部
の
久
慈
川
流
域
に
点
在
す
る
河

原
の
転
石
を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
内
磨
き
砥
石
に
使
わ
れ
た
結
晶
片

ヤ
マ
ト
王
権
の
中
枢
を
担
っ
た
有
力
者
の

墳
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
古
墳
と
同
じ
形
態
を
も
つ
古
墳
は
主

に
東
日
本
の
太
平
洋
側
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、王
塚
古
墳
も「
桜
井
茶
臼
山
系
列
」

の
前
方
後
円
墳
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
場
合
、

同
古
墳
の
年
代
は
四
世
紀
前
半
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

じ
つ
は
、
王
塚
古
墳
と
同
様
に
細
長

い
前
方
部
を
も
つ
前
期
前
方
後
円
墳
は
、

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
一
連
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
背
後
に
は
当
時
の
霞
ヶ
浦

を
中
心
と
し
た
有
力
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

「
桜
井
茶
臼
山
系
列
」
と
の
関
係
か
ら
見

え
て
く
る
の
は
、
初
期
ヤ
マ
ト
王
権
の
東

方
政
策
に
お
い
て
霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
が
と

く
に
重
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
で
す
。

今
後
の
発
掘
調
査
に
よ
る
、
両
古
墳
の

さ
ら
な
る
実
態
解
明
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

上
大
津
公
民
館
講
座

（
筑
波
大
学
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
）

王
塚
・
后
塚
古
墳
が
語
る
古
代
の
土
浦

筑
波
大
学
　
滝
沢
　
誠

古
墳
時
代
の
土
浦
入
り

　
八
幡
脇
遺
跡
の
玉
作
り

土
浦
市
立
博
物
館
　
塩
谷
　
修

図　王塚古墳と
后塚古墳の位置

●：玉作遺跡　
■：石製模造品製作遺跡

王塚・后塚古墳王塚・后塚古墳 八幡脇遺跡八幡脇遺跡
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一
九
八
九
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神
立
」
で
は
、

二
〇
一
五
年
に
高
校
生
が
歌
や
ダ
ン
ス
を

披
露
す
る
「
高
校
生
文
化
祭
甲
子
園
」
を
、

昨
年
は
地
元
商
店
と
高
校
生
が
コ
ラ
ボ
し

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
す
る

「
ク
ッ
キ
ン
グ
甲
子
園
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
に
は
冊
子
「
神

立
手
帖
」
を
制
作
、
商
店
の
紹
介
・
防

災
・
生
活
情
報
を
ま
と
め
て
無
料
で
配
布

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
公
開
し
ま

し
た
。「
囲
（
い
）
酒
屋
神
立
ド
リ
ン
ク

ラ
リ
ー
」、
JR
神
立
駅
一
二
〇
周
年
絵
画

展
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

経
産
省
で
の
表
彰
式
に
君
山
会
長
と
勝

田
副
会
長
が
出
席
し
、
表
彰
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
君
山
会
長
は
、「
お
客
を
呼

ぶ
た
め
の
仕
掛
け
作
り
が
わ
れ
わ
れ
の
仕

事
、
よ
り
一
層
ま
ち
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

る
と
分
か
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
一
五
五
年

間
の
史
料
が
残
さ
れ
、
天
候
天
災
、
藩
主

動
向
ほ
か
日
常
生
活
が
細
か
に
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。
関
家
の
人
た
ち
は
代
々
ま
じ
め

で
几
帳
面
だ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
第
十
一
代
関
正
信
さ
ん
は
、
九
十

歳
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
長
生
き
し
て
関

流
砲
術
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

•

上
東
小
六
年
山
口
優
一
さ
ん
の
３
年

継
続
の
沖
宿
町
の
歴
史
研
究
は
、
優
秀
賞

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
毎
年
土
浦
花
火
競
技
大
会
を
見

に
行
き
ま
す
。
他
の
県
か
ら
も
大
勢
の
人

が
見
に
来
て
い
て
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

有
名
な
大
会
に
な
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し

た
。

⑴
土
浦
花
火
競
技
大
会
の
誕
生

　

大
正
十
四
年
文
京
町
神
龍
寺
二
十
四
代

住
職
・
秋
元
梅
峯
師
が
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空

隊
殉
職
者
四
十
一
人
の
霊
を
慰
め
よ
う

と
、
全
国
か
ら
花
火
師
を
集
め
、
私
財
を

投
じ
て
霞
ヶ
浦
湖
畔
で
大
会
を
開
き
ま
し

た
。
関
東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
人
々

や
不
況
の
土
浦
を
活
気
づ
け
る
た
め
で
も

あ
り
ま
し
た
。

⑵
現
在
の
土
浦
花
火
競
技
大
会

　

約
六
十
業
者
が
参
加
し
、
二
万
発
打
ち

上
げ
、
約
七
十
万
人
の
観
客
で
賑
わ
い
ま

す
。

⑶
立
役
者
秋
元
梅
峯
師 

　

第
二
回
大
会
「
煙
火
打
揚
番
組
」
か
ら
。

　

宗
教
的
社
会
事
業
家
と
し
て
活
動
。

⑷
大
会
史　

第
七
十
回
ま
で

⑸
大
会
を
支
え
る
花
火
師
達

　

野
村
陽
一
氏
（
野
村
花
火
工
業
）
の
お
話

　

昨
年
、
土
浦
に
過
ぎ
た
る
も
の
の
一
つ

「
刻
の
太
鼓
」を
調
べ
た
の
で
、今
年
は「
関

の
鉄
砲
」
を
調
べ
ま
し
た
。

・
関
家
の
系
図
か
ら
、
砲
術
開
祖
は
関
八

左
衛
門
尉
之
信
。

・
江
戸
時
代
の
砲
術　

大
筒
に
よ
る
町
打

と
小
目
当
、
上
総
久
留
里
城
土
屋
家
に
仕

官
。
土
浦
が
土
屋
藩
に
な
っ
て
か
ら
は
中

貫
原
で
町
打
。

・
継
承
さ
れ
る
町
打　

抱
え
打

　

関
家
代
々
の
修
業
と
藩
主
臨
席
の
町
打

土
浦
中
貫
原
の
町
打
場
と
常
名
の
鉄
砲
塚

・
関
家
の
膨
大
な
史
料
は
、
江
戸
初
期
か

ら
明
治
ま
で
二
千
点
を
超
え
る
。

感
想
　
今
回
調
べ
る
前
は
鉄
砲
は
戦
争
に

使
わ
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

関
流
砲
術
は
武
芸
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い

神
立
商
工
振
興
会
が
「
は
ば
た
く
商
店
街

三
十
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
神
立
か

ら
元
気
発
信
！
」
を
合
言
葉
に
地
域
と
商

店
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
地

域
の
活
性
に
貢
献
し
て
し
て
い
る
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

⑹
花
火
大
会
の
安
全
対
策

　

実
行
委
員
会
事
務
局
塙
佳
樹
氏
の
お
話

ま
と
め・感
想
　
土
浦
花
火
競
技
大
会
は
、

秋
元
梅
峯
師
が
市
民
を
思
い
や
る
気
持
ち

か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
主
催
者
や

場
所
を
変
え
な
が
ら
発
展
し
て
来
た
伝
統

あ
る
大
会
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
梅
峯
師

が
一
人
で
始
め
た
こ
と
を
知
り
、
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
子
ど
も
郷
土
研
究
か
ら

優
良
賞
２
作
の
内
容
概
略
を
紹
介

土
浦
全
国
花
火
競
技
大
会

ー
誕
生
と
歴
史
ー

上
大
津
東
小
学
校
　
五
年
　
鶴
田
真
世

神
立
「
は
ば
た
く
商
店
街
」

土
浦
の
過
ぎ
た
る
も
の
の
一
つ

関
の
鉄
砲
（
関
流
砲
術
）

菅
谷
小
学
校
　
五
年
　
川
村
航
平

関流砲術抱え打

表彰状を手にする君山毅会長（左）
と勝田達也副会長

ま
ち
の
話
題



4

環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。

第
28
回

上
大
津
公
民
館
ま
つ
り

11
月
4
日
㈯
〜
11
月
12
日
㈰

作
品
展
出
品
者
募
集

あ
な
た
の
力
作
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
展
示
期
間　
11
月
４
日
㈯
～
12
日
㈰

◆
種
目
・
規
格
〈
出
品
数
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
〉

　

・
絵
画
（
15
号
〈
Ｗ
65
・
２
㎝
×
Ｈ
53
・
４
㎝
〉
以
内
）

　

・
書
道
（
半
切
以
内
／
表
装
・
仮
巻
き
・
色
紙
）

　

・
写
真
（
半
切
以
内
）

　

・
手
芸
・
陶
芸
（
50
㎝
×
50
㎝
以
内
）　

な
ど

◆
申
込
締
切　
10
月
29
日
㈰

　
　
（
月
曜
・
祝
日
お
よ
び
９
月
19
日
㈫
・
10
月
10
日
㈫
を
除
く
。

　
　
　

受
付
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

・
作
品
搬
入　

10
月
31
日
㈫
～
11
月
１
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

・
作
品
搬
出　

11
月
12
日
㈰　

午
後
３
時
～
５
時

◆
申
込
・
問
合
せ
先

　
上
大
津
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
�
８
２
８・
１
０
０
８　
上
大
津
公
民
館
内
）

11
月
12
日
㈰
は
、
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
！

●
ス
テ
ー
ジ
（
五
中
ブ
ラ
ス
バン
ド・お
囃
子・フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　

ほ
か
）

●
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
・
お
赤
飯
・
天
ぷ
ら
・
わ
た
あ
め
・

ほ
か
）　

●
古
本
市　

●
バ
ザ
ー　

●
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
●
も
ち

ま
き　

●
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
10
月
中
旬
の
お
知
ら
せ
で
！

●
翻
訳
で
き
な
い
世
界
の
こ
と
ば

　
エ
ラ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス

●
愛
な
ん
て
嘘
　
　
　
白
石
一
文

●
お
し
ゃ
べ
り
な
筋
肉　

西
川
貴
教

●
か
ぐ
や
姫
は
い
や
な
女

　
椎
名
　
誠

●
本
を
守
ろ
う
と
す
る
猫
の
話
　

夏
川
草
介

●
カ
ナ
ダ
歴
史
街
道
を
ゆ
く

　
上
原
善
広

●
サ
イ
コ
パ
ス      

　
中
野
信
子

●
文
字
を
作
る
仕
事
　
鳥
海
　
修

●
ア
キ
ラ
と
あ
き
ら
　池

井
戸
　
潤

●
知
ら
な
か
っ
た
ぼ
く
ら
の
戦
争

　
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド

●
家
を
せ
お
っ
て
歩
い
た

　
村
上
　
慧

●
窓
か
ら
逃
げ
た
100
歳
老
人
　

ヨ
ナ
ソ
ン

児
童
書
も
入
荷
し
て
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

新
着
図
書
案
内

読
書
の
秋
で
す
。
新
し
い
本

も
入
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
、

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

こ
の
４
月
よ
り
上
大
津
公
民
館
の
館
長

と
し
て
参
り
ま
し
た
佐
野
和
美
と
申
し
ま

す
。館

長
と
い
う
大
役
に
不
安
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、着
任
か
ら
約
半
年
が
経
ち
、

周
り
の
職
員
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
毎
日
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
こ
の
上
大
津

地
区
が
安
全
で
安
心
な
地
域
、
明
る
く
楽

し
く
過
ご
せ
る
地
域
と
な
る
よ
う
、
そ
し

て
誰
も
が
気
軽
に
来
ら
れ
る
公
民
館
運
営

に
職
員
一
同
精
一
杯
務
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

九
月
一
日
か
ら
十
一
月
下
旬
ま

で
、
市
立
図
書
館
は
新
図
書
館
開

館
作
業
の
た
め
休
館
と
な
り
ま

す
。
こ
の
期
間
は
、
上
大
津
公
民

館
の
図
書
室
を
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

公民館館長

佐野　和美

土浦市イメージキャラクターつちまる

中
神
立
町

大
矢
文
雄
氏

神
立
中
央
四
丁
目

小
野
治
男
氏

五
中
地
区
の

新
地
区
長
さ
ん

紹
介

公
民
館
新
職
員
挨
拶


